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   Parenteral administration of Fatgen in amount of 100-800 cc. was carried out on 21 

patients during postoperative period in association with other fluid therapy. Fatgen was 
appraised as follows. 

   1) Untoward effect of Fatgen was found only in one case (4.7%) in which case the 

effect was not as severe as to terminate administration of Fatgen. Fatgen was considered 

to be safe parenteral fat derivative. 

   2) Untoward effect of Fatgen on peripheral blood picture, blood protein, electrolytes, 

hepatic and renal functions was not observed. Other parenteral fluids, such as banked 
blood, glucose and synthetic amino acid derivatives can be safely, continuously, and si-

multaneously administered. 

   Therefore, in the field of urology since Fatgen can be safely administered without 

consideration of electrolyte balance in the patients with renal dysfunction or electrolyte 

unbalance providing taking account of fluid balance, it is useful not only in the posto-

perative patients but in the patients with acute renal insufficiency. 
   3) The average reduction of body weight, 3.23 kg, in the control group of postopera-

tive patients was compared with that of the group to which fatgen was  administration, 

whose reduction of body weight was only average 1.92 kg. The reduction of the latter 

was only 60 per cent of the control group. 

   4) Satisfactory parenteral nutritive fluid is presently available as far as carbohydrate 

and protein are concerned and safe parenteral fat has long been expected. It seemed 

more likely that Fatgen gained wide clinical trust in the surgical fields.

緒 言

最近の手術々式の進歩,化 学療法剤並びに麻

酔学の発達は手術の適応範囲を飛躍的に拡大さ

せ・それと共に,術 前術後の諸管理,就 中栄養

管理も,薬 剤並びに投与方法の面に於いて著 し

い改善がみられるπ.蚕吟拒 椥 ノE氏 パラソ

スのとれた栄養補給と云う点になると,質 的に

も量的にも理想に遠いのが現状で あ る.そ し

て,3要 素中の糖並びに蛋白質については,量

的不満はあるにせよ,栄 養補給の質的観点から

は,保 存血,プ ラズマ,綜 合ア ミノ酸製剤等一

応満足すべき製剤の幾つかを選択し得る段階に
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達 したと云える.従 って,非 経口的に,安 全に

投与 し得る脂肪製剤の出現は久しく待望 されて

いた.従 来我々が利用し得た脂肪製剤は,第1

表の如 き経腸的製剤があるばかりで,し かも実

第1表

従来の経腸製剤の処分

glucose

starch

oilofpeanut

arabicgum

waterad.

1009

1009

1009

509

1itre

際の使用に当つてはその如何程の量が吸収利用

せられたかは屡々疑問視されていた.今 回我々

が提供を受けたFatgenは,第2表 の如 き組

成の精製ゴマ油製剤であり,そ の脂肪は主 とし

第2表Fatgenの 組成

精 製 ゴ マ油

精 製 大 豆 レシチ ソ

dl一メチ オ ニ ン

ブ ドー糖

以 上25ccと す.

59

0.059

0.19

29

て,リ ノール酸,リ ノ レイソ酸,ス テア リン酸

及 びパル ミチ ン酸等の不可欠脂酸 より成 る混合

グ リセライ ドで構成 され てい る.そ してその脂

肪球の 大 きさは,平 均 容積 直径 が0.7μ 以下

の乳化脂肪 とされ てい るため,生 体 内注入 に際

し,毛 細管通過時の脂肪栓 塞,溶 血現象,組 織

反応等がみ られず,又 高度不飽和脂酸 の含有 が

ないため脂肪肝発症 の恐れが な く,且 っ長期保

存 に耐 える安定 した製剤 である.

我 々は本剤 を種 々の泌尿器科的疾患 に使 用 し

たので,そ の使用経験にっ いて述べ たい.

使 用 成 績

症例;使 用症例を一一tsすると,第3表 の 如 くで あ

る.即 ち,男 子16例,女 子5例 の計21例 である.こ の

症例を疾患別にみると,腎 疾患5例,尿 管疾患5例,

膀胱疾患(膀 胱後腔腫瘍を含む)6例,前 立腺疾患5

例である.

使 用方法:Fatgenの 注入は,原 則 として1日1回

2筒 即ち50ccを リンゲル氏液500ccに 混 じて点滴

注入する方法,及 び4筒,即 ち100ccを リンゲル氏

液500cc又 は1,000ccに 混 じて点滴注入する方法に

よつた,す べての症例にV.B110～20mg,V.恥10～

20mg,及 びV.C100～500mgを 混合注射し,又 大多

数の症例に於いて,保 存血200～1,000cc,5%糖 液

500～7,500cc,綜 合 アミノ酸製剤100～1,000ccの 併

用注射が行われている.更 に一部の血液電解質異常の

認められる症例に対しては,各 種電解質の補液療法を

併用した.

諸検査成績:投 与前(手 術前)及 び投与後(手 術後

より経日的に検索して退院時に及ぶ)の 体重,血 液性

状,血 清蛋白,血 液電解質,肝 機能並びに腎機能を比

較検査し,Fatgen投 与の影響をみた.

1)体 重:一 般に外科手術を行 うと体重は減少する

が,そ の減少の程度は手術侵襲の大きさ,及 び出血量

に略々比例するものである.そ して,肺 切除術では約

4kgの 減 少がみ られ,そ の恢復には平均3ヵ 月間 を

要すると云われる.教 室に於ける昭和34年 度の泌尿器

手術例中記載の明瞭な200例 についてその体重の変化

をみると,0.8～7.6kg,平 均3.23kgの 減少がみられ

ている.Fatgen投 与例では,第3表 にみる如く,体

重の術前より増加せるもの1例(増 加1kg)あ り,即

ち+1kg～-5.4kg,平 均1.95kgの 体重減少が認め

られたにすぎない.即 ち,Fatgen投 与例では,手 術

後の体重減少が対照例に比し,そ の約60%程 度に止ま

り,投 与したFatgenが 第一次的に利用され,術 後

の恢復に好影響を与えたものであると云える.

2)血 液性状;全 例に於いて,赤 血球数,白 血球

数,血 色素量,ヘ マ トクリッ ト値並びに白血球百分像

には特に変化をみなかった.

此等の値は,術 直後は多少障碍されるが,術 後は経

日的に恢復して正常値に近づ くのを例とする.本 剤投

与例に於いてもその傾向は同様であった.そ して,赤

血球並びに自血球の形態にも溶血現象その他の変化を

みなかった.

3)血 清蛋白量並びにA/G比:全 例共に術前値が

正常域にあるもので,術 後値 も正常であつ た.そ し

て,本 剤投与群に於いては,血 清蛋白量並びにA/G

比 に特にFatgen投 与 の悪影響と云えるものは認め

ていない.

4)N.P.N.並 びに血液電解質値:一 般に泌尿器手

術後は,N.P.N.の 上昇並びに電解質値の多少の変動

は認められ,そ して特に腎機能障碍のない限 り術後1

週 間前後で恢復するのが通例である.Fatgen使 用例

中症例3及 び15の 閉塞性仮性無尿症の2例 に於 ける

N.P.N.及 び電解質値の改善は,手 術後Fatgen投 与

下の補液療法によつて急速に達成された.症 例4の 低
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K血 症を除き,他 の症例に於いてはFatgen投 与に

よるN.P.N.,Na,K,及 びC1値 に対する悪影響は全

く認められず,寧 ろ症例3及 び15に 於 け る如 く,

Fatgen投 与 は体蛋白並びに貯蔵脂肪の喪失を補うこ

とにより,体 力の早期恢復を促し,ひ いては腎機能に

も好影響を及ぼす ものであると云える.

5)肝 機能:一 般に術前正常の機能を示す もので

も,術 後は軽度の肝機能障碍を来たすのが普通で,そ

して術後1週 間前後で恢復するのが通例である.症 例

4は,術 前より肝機能障碍が存在し,術 後も依然とし

て改善されず,経 過中低K血 症を併発したもので,本

例を除きFatgen投 与により肝機能障碍を惹起した

症例はない.

6)腎 機能:膀 胱鏡検査による青排泄,排 泄性腎孟

レ線像並びに尿量を指標とし,一 部の症例では逆行性

腎孟 レ線像並びにPSPテ ス トを施行し,更 にN.P.N.

並び に電解質値をも併せて比較観察した.一 般に術前

正常の腎機能を示すものでも,手 術後は肝機能と同様

に軽度に障碍されるのが普通で,ま た術後1週 間前後

で恢復するものである.泌 尿器外科の対象である我々

の症例では,多 数例に於いて大な り小なり腎機能障碍

を合併するもので,手 術が概ね腎機能を良好ならしめ

るべ く行われることから,2例 の廻腸膀胱造設術施行

例及び死亡1例 計3例 を除き,術 前腎機能障碍のあつ

た例では,術 後の腎機能は何れも手術 目的にそつて著

明に改善をみている.従 って,Fatgen投 与により腎

機能の悪化を来した症例は観察していない,

副作用:副 作用は21例 中1例,即 ち4.7%に みられ

た.こ の例ではFatgen注 入後約3分 間で悪感戦懐

を訴えたが,注 入を一時停止した後,再 び緩徐に注入

することにより,1回100ccを 注入し得た.本 例は

4回 計400ccを 注 入したが,2回 目以後の注入に際

しても同様の悪感戦傑を来たし,そ の都度第1回 と同

様の操作を行なつて注入し得た.本 例は肺結核並びに

慢性気管支炎を合併してお り,術 後25日 急性心不全で

死亡した.剖 検を行つていないので臓器の変化はみら

れなかったが,臨 床経過より,Fatgen注 入と死因の

因果関係は考えられない.

結 論

我 々は21例 の泌 尿器手術 患 老 の 術 後 に,

Fatgen100～800ccの 注 入 を他 の輸液療法に

併 用 して行 なっ た.そ して本 剤にっいて次の様

に考 えている.

1)副 作 用 は21例 中 僅かに1例(4.7%)に
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みられたに止まり,し かもFatgenの 注入を

不可能とするものではなかつた.即 ち,本 剤は

安全に注入し得る脂肪製剤である.

2)血 液所見,血 清蛋白,A/G比,電 解質

値,肝 機能並びに腎機能えの悪影響は全 く観察

されず,他 の輸液,即 ち保存血,糖 液並びに綜

合アミノ酸製剤を同時に,ま たは引続 き安全に

注入することが出来た.

従って泌尿器科領域に於いては,腎 機能障碍

或は電解質値の異常を示す場合にも,電 解質値

えの顧慮を要せず,只 水分量のみを念頭に注入

することが出来 るか ら,一 般の泌尿器科手術患

老は勿論,急 性腎不全患老にも応用出来る可能

827

性 があ る.

3)対 照 の泌 尿器手術患者 の体 重減 少が平均

3.23kgに 達 す るの と比較 し,Fatgen使 用例

では平均1.92kgの 体 重減少を示す に す ぎ な

い.即 ち,そ の体重減少 は,対 照 の僅 か60%に

止 まる ものであつた.

4)避 腸 栄養 剤 としては,3要 素 中糖及び蛋

白質にっ いては現在 の所 一応 満足 すべ き製剤が

得 られ る様に なってお り,安 全 に使 用 し得 る脂

肪 製剤の 出現が待 たれ ていた.

Fatgenは この臨床的要望に応 え得 る脂肪製

剤で ある.




